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パート1 今さら聞けないこと

＊2 博物館：歴史・芸
げい

術
じゅつ

・自然科学などに関する資
し

料
りょう

を集めて展
てん

示
じ

し、一
いっ

般
ぱん

の人びとに公開する事業をおこなう施
し

設
せつ

。＊1 独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法人：公共上必要とされる事業を効
こう

率
りつ

的
てき

かつ効
こう

果
か

的
てき

に遂
すい

行
こう

するために、国から独立して設
もう

けられた法人のこと。たとえば国立大学や造
ぞう

幣
へい

局
きょく

、国立
病院機

き

構
こう

など。

日本には著作権に関係する仕事をする「文化
庁
ちょう

」という役所があります。
文化庁は、文化に関するさまざまな国の政

せ い

策
さ く

を推
す い

進
し ん

したり、文化面での国
こ く

際
さ い

交流をおしすす
めたり、また、博物館＊2による社会教育などの
仕事をして、日本の文化芸

げ い

術
じゅつ

を世界へ、そして
次の世代へと伝えていく役

や く

割
わ り

を果たしています。
文化庁のホームページでは法

ほ う

律
り つ

が保
ほ

護
ご

する著
作物であるためには次の事

じ

項
こ う

をすべて満たす必
要があると示

し め

しています。

ここで注意しなければならないのは、（3）に明
記されている「創作的」という言葉で、「他人の
作品の模倣が除かれる」ということです。

著
ち ょ

作
さ く

権
け ん

のないもの
小説や論

ろ ん

文
ぶ ん

、詩
し い

歌
か

など、言葉（言語）で表
ひょう

現
げ ん

された「著作（物）」（以下「著作物」と記す）を、
「言語の著作物」といいます。著作物には、言語
で表現されたもの以外にも、下の表に示

し め

すよう
に、「音楽の著作物」や「映

え い

画
が

の著作物」「写真
の著作物」など、たくさんの種類があります。
どれも、「独

ど く

自
じ

の考えや気持ちを作品として表現
したもの」です。

また、「映画の著作物」を除
の ぞ

き、著作物は「固
定」（録音や録画、印刷など）されていなくても

著
ち ょ

作
さ く

物
ぶ つ

とは

「著作」は、一
い っ

般
ぱ ん

には書物を書きあらわすこと、
また、その書物をさします。でも、この本に出てくる「著作（物）」とは、

書物のほか、芸
げ い

術
じゅつ

作品や音楽など、
独
どく

自
じ

の考えや気持ちを作品として表
ひょう

現
げん

したものをさします。

●❶そもそも「著
ち ょ

作
さ く

」とは？

（1） 「思想または感
か ん

情
じょう

」を表
ひょう

現
げ ん

したものであること（単 
 なるデータは除

の ぞ

かれる）
（2） 思想または感情を「表現したもの」であること（表 
 現されていないものは除かれる）

（3） 思想または感情を「創
そ う

作
さ く

的
て き

」に表現したものであ 
 ること（他人の作品の模

も

倣
ほ う

などは除かれる）
（4） 「文芸、学

が く

術
じゅつ

、美
び

術
じゅつ

または音楽の範
は ん

囲
い

」に属
ぞ く

するも 
 のであること（ 工業製

せ い

品
ひ ん

などは除かれる）

主としてヨーロッパ的な芸
げい

術
じゅつ

文化に関する行
ぎょう

政
せい

と、国語や著
ちょ

作
さく

権
けん

、および宗
しゅう

教
きょう

に関する行
政を担

たん

当
とう

していた文部省の内局であった文化局
と、伝

でん

統
とう

的
てき

な文化の中心である文化財
ざい

保
ほ

護
ご

委員
会が統

とう

合
ごう

し、1968年６月、当時の文部省の外局
として「文化庁」が発足した。その後、2001年の
中央省

しょう

庁
ちょう

の再
さい

編
へん

により文部科学省の外局になる
とともに、国立博物館や国立美

び

術
じゅつ

館
かん

などが独
どく

立
りつ

行政法人として分
ぶん

離
り

し、現
げん

在
ざい

の文化庁となった。

文化庁
ちょう

の成り立ち

もっとくわしく

文化庁
ちょう

が所
しょ

属
ぞく

する文部科学省が入っている霞
かすみ

が関
せき

の中央合同庁
ちょう

舎
しゃ

７号
館。手前は旧

きゅう

文部科学省庁舎（登録有形文
ぶん

化
か

財
ざい

）。文化庁は京都への
移
い

転
てん

が決まり、2023年３月から本
ほん

格
かく

的
てき

に京都での業
ぎょう

務
む

を開始する。

●著
ちょ

作
さく

物
ぶつ

の種類

いいのです。たとえば、「原稿なしの講
こ う

演
え ん

」や「即
そ っ

興
きょう

の歌」なども著作物になります。
ほとんどの著作物は「著

ち ょ

作
さ く

権
け ん

法
ほ う

」（→p13）とい
う法

ほ う

律
り つ

で保
ほ

護
ご

されています。ところが、著作物
であっても著作権法の対象外のものもあります。
下がその例です。

（1）憲
け ん

法
ぽ う

そのほかの法令（地方公共団
だ ん

体
た い

の条
じょう

例
れ い

、
規

き

則
そ く

もふくむ）
（2）国や地方公共団体または独

ど く

立
り つ

行
ぎょう

政
せ い

法人＊1の
告
こ く

示
じ

、訓令、通達など
（3）裁

さ い

判
ば ん

所
し ょ

の判決、決定、命令など
※国、地方公共団

だん

体
たい

または独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法人の作成する翻
ほん

訳
やく

物
ぶつ

や編
へん

集
しゅう

物
ぶつ

も公
こう

益
えき

的
てき

なものとして比
ひ

較
かく

的
てき

自由な利用が認
みと

められている。

言語の著作物 論
ろ ん ぶ ん

文、小説、脚
きゃく

本
ほ ん

、詩
し い

歌
か

、俳
は い

句
く

、講
こ う

演
え ん

など

音楽の著作物 楽曲および楽曲をともなう歌
か

詞
し

舞
ぶ

踊
よ う

、無
む

言
ご ん

劇
げ き

の著作物 日本舞踊、バレエ、ダンスなどの舞踊やパントマイムの振
ふ

り付け

美
び

術
じゅつ

の著作物 絵画、版
は ん

画
が

、彫
ちょう

刻
こ く

、漫
ま ん

画
が

、書、舞
ぶ

台
た い

装
そ う

置
ち

など（美術工芸品もふくむ）

建
け ん

築
ち く

の著作物 芸
げ い

術
じゅつ

的
て き

な建
け ん

造
ぞ う

物
ぶ つ

（設
せ っ

計
け い

図
ず

は図形の著作物）

地図、図形の著作物 地図と学
が く

術
じゅつ

的
て き

な図面、図表、模
も

型
け い

など

映
え い

画
が

の著作物 劇
げ き

場
じょう

用
よ う

映画、テレビドラマ、ネット配信動画、ビデオソフト、ゲームソフト、コマーシャルフィルムなど

写真の著作物 写真、グラビアなど

プログラムの著作物 コンピュータプログラムなど
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パート2 わたしたちの生活と著作権

「NO MORE映画泥棒」とは、
「映画館に行こう！」実行委員
会＊１が展

て ん

開
か い

する「映画盗
と う

撮
さ つ

防
ぼ う

止
し

キャンペーン」のキャラクター
です。独

ど く

特
と く

の動きで映画を盗撮
しようとするカメラ男と、盗撮
防止のためカメラ男を追うパト
ランプ男は、映画を見にきた人
だけでなく、多くの人から認

に ん

知
ち

されています。
著
ち ょ

作
さ く

権
け ん

法
ほ う

および2007年8月
に施

し

行
こ う

された「映画の盗撮の防
止に関する法

ほ う

律
り つ

」＊２により、映
画の盗撮により著作権を侵

し ん

害
が い

し
た者は、私

し

的
て き

使用の目的でおこ
なった場合であっても、罰

ば っ

則
そく

（10年 以 下 の 懲
ちょう

役
え き

、 ま た は
1000万円以下の罰

ば っ

金
き ん

またはこ
れらの併

へ い

科
か

）の対象となりまし
た。盗撮した人だけでなく、

「違
い

法
ほ う

にアップロードされてい
る著

ち ょ

作
さ く

物
ぶ つ

であることを知りなが
ら、 反

は ん

復
ぷ く

 ・ 継
け い

続
ぞ く

してダウンロードした場合（→右

ページ）は、２年以下の懲役もしくは200万円以
下の罰金、またはこれらを併科する」と定めら

れています。
上記のC

シー

M
エ ム

は、映画を見にきた人たちに、映
画上

じょう

映
え い

の前にそのことを伝えているのです。

「N
ノ ー

O M
モ ア

ORE映
え い

画
が

泥
ど う

棒
ぼ う

」

この本を読んでいる人のなかには、左ページ
に記した映画泥棒などする人はひとりもいない
はず。でも「違

い

法
ほ う

にアップロードされている著
ち ょ

作
さ く

物
ぶ つ

であることを知りながら、反
は ん

復
ぷ く

・継
け い

続
ぞ く

して
ダウンロード」する人がまったくいないかとい
うと、どうでしょうか？
「違法にアップロードされている著作物である」

ことを知らないで、ダウンロードすることはな
いでしょうか？

動画投
と う

稿
こ う

サイトなどに流されている映画のな
かには、映画の製

せ い

作
さ く

者
し ゃ

にだまってアップロード
されたものもあります。それを、多くの人が無

む

意
い

識
し き

に見てしまっているのは確
た し

か！　「映画館に
行こう！」実行委員会は、そうした人たちに対
して、「映画泥棒」のＣ

シ ー

Ｍ
エ ム

を流して警
け い

鐘
しょう

を鳴らし
ているのです。

なお、法
ほ う

律
り つ

では、違法であることを知らずに
するのと、知っていてするのとでは、大きなち
がいがあります（→p38）。

映
え い

画
が

泥
ど ろ

棒
ぼ う

なんてしない、
でも……●❹「N

ノ ー

O M
モ ア

ORE映
え い

画
が

泥
ど ろ

棒
ぼ う

」
今、たいていの映画館では、映画がはじまる前に、

「NO MORE映画泥棒」というコマーシャル（C
シ ー

M
エ ム

）を流しています。
上
じょう

映
え い

されている映画をかくれて録画する行
こ う

為
い

を「映画泥棒」といい、
「映画泥棒は犯

は ん

罪
ざ い

」だということを警
け い

告
こ く

しているのです。

「アップロード」とは、別のコンピュータへ
データを送信すること。具体的にいえば、手

元のスマホやパソコンなどからS
エス

N
エヌ

S
エス

などに、写
真・画

が

像
ぞ う

・動画・音声・テキストなどのファイ
ルを送ること。一方、 「ダウンロード」は、通信
回線やネットワークを通じて、別のコンピュー
タなどからデータを受信すること。また、受信
したデータを記

き

憶
お く

装
そ う

置
ち

上
じょう

のファイルなどにまと
まった形で保

ほ

存
ぞ ん

することをいう。
なお、音声や動画の視

し

聴
ちょう

などの場合、データ
を視聴者のコンピュータにファイルなどの形で
保存してから試聴する方式を「ダウンロード型
視聴」「ダウンロード再

さ い

生
せ い

」「ダウンロード配信」
などという。これが、左ページに記された「反

は ん

復
ぷ く

・継
け い

続
ぞ く

してダウンロード」にあたるのだ。

アップロード・ダウンロード

もっとくわしく

＊１ 「映
えい

画
が

館
かん

に行こう！」実行委員会：日本映画製
せい

作
さく

者
しゃ

連
れん

盟
めい

、外国映画輸
ゆ

入
にゅう

配給協会、モーションピクチャー・アソシエーション（MPA）、全国興
こう

行
ぎょう

生活衛
えい

生
せい

同
業組合連合会の４団

だん

体
たい

で構
こう

成
せい

。
＊２ 「映

えい

画
が

の盗
とう

撮
さつ

の防
ぼう

止
し

に関する法
ほう

律
りつ

」：この法律がつくられたのは、著
ちょ

作
さく

権
けん

法
ほう

第
だい

30条
じょう

（→p20）では私
し

的
てき

使用を目的とするときは例外的に著作権者の許
きょ

諾
だく

な
く著

ちょ

作
さく

物
ぶつ

の複
ふく

製
せい

ができるとされているため、映画の盗撮を効
こう

果
か

的
てき

に防止できなかったから。

「N
ノ ー

O M
モ ア

ORE映
えい

画
が

泥
どろ

棒
ぼう

」のポスター。写真提供：©「映画館に行こう！」実行委員会
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パート3 こんな場合は著作権に照らすとどうなる？
●❶先生も勉強する著作権

著
ちょ

作
さく

権
けん

法
ほう

では、「その素
そ

材
ざい

の選
せん

択
たく

又
また

は配列によっ
て創

そう

作
さく

性
せい

を有するものは、著
ちょ

作
さく

物
ぶつ

として保
ほ

護
ご

す
る」とあります。どんな問題を選び、どのよう
な順

じゅん

序
じょ

でならべたかは、試験問題を作成した人
の創

そう

意
い

や工
く

夫
ふう

があるので、編
へん

集
しゅう

著
ちょ

作
さく

物
ぶつ

（→p17）と
して試験問題全体が保

ほ

護
ご

の対象になる可
か

能
のう

性
せい

が
あると考えられます。

具体的な解
か い せ つ

説
著
ちょ

作
さく

物
ぶつ

になり得ない問題もあります。たとえ
ば、足し算や引き算、割

わ

り算やかけ算の問題な
どには、創

そう

作
さく

性
せい

や工
く

夫
ふう

があるとは認
みと

められませ
ん。また、文章問題でも、だれがつくっても同
じような表

ひょう

現
げん

になってしまうものは、創作性が
あるとは認められません。
文章の表現に創作性があるような問題であれ

ば、創作性があると認められて、言語の著作物
（→p8）として認められる場合があると考えられ
ます。

関連法
ほ う

律
り つ

●著作権法（以下、法）第12条　（編集著作物）
編集物（データベース＊に該当するものを除く。）で
その素材の選択又は配列によつて創作性を有するも
のは、著作物として保護する。
２　前項の規定は、同項の編集物の部分を構成す
る著作物の著作者の権利に影響を及ぼさない。

＊データベース：数
すう

値
ち

や画
が

像
ぞう

などのデータが集まっ
たもので、ただ保

ほ

管
かん

されたデータではなく、特定
のルールによって規

き

則
そく

正しく整理されている。

注意事
じ

項
こ う

●❶先生も勉強する著
ち ょ

作
さ く

権
け ん

試験問題は、
１問だけということはほとんどありませんから、
「編

へ ん

集
しゅう

著
ち ょ

作
さ く

物
ぶ つ

」になる可
か

能
の う

性
せ い

があります。A
自分でつくった試験問題は、著

ち ょ

作
さ く

物
ぶ つ

になりますか？Q1
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パート3 こんな場合は著作権に照らすとどうなる？
●❶先生も勉強する著作権

著
ちょ

作
さく

権
けん

の保
ほ

護
ご

期間が切れていても、別の人が
子ども用に読みやすくしたり、解

かい

説
せつ

をつけたダ
イジェスト版

ばん

などに編
へん

集
しゅう

したりして出
しゅっ

版
ぱん

してい
る場合は、この本について別の著

ちょ

作
さく

権
けん

者
しゃ

がいる
ので、出版社などに照会するのが適

てき

切
せつ

です。
著
ちょ

作
さく

者
しゃ

にとっては、本がより多く売れること
が利

り

益
えき

です。小説のごく一部ではなく全部がコ
ピーされると、本が売れることによる著作者の
利益が不当に害

がい

されてしまうので、たとえ学校
教育という目的であっても、認

みと

められていない
のです。著作権者の許

きょ

可
か

を得るか、市
し

販
はん

の書
しょ

籍
せき

を生徒の数だけ買う必要があります。

夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

は1916年に亡
な

くなっているので、す
でに著

ちょ

作
さく

権
けん

（複
ふく

製
せい

権
けん

）は消
しょう

滅
めつ

しています。一方、
伊
い

坂
さか

幸
こう

太
た

郎
ろう

（1971年生まれ）は存
ぞん

命
めい

中
ちゅう

で、著作
権（複製権）は保

ほ

護
ご

されています。著作権法で

は学校の授
じゅ

業
ぎょう

に「必要と認
みと

められる限
げん

度
ど

におい
て」コピー（複製）が認められていますが、小
説の一部でなく全部をコピーすることは、その
限度をこえていると見られます。

＊伊
い

坂
さか

幸
こう

太
た

郎
ろう

：1971年生まれ
の小説家。ここでは、著

ちょ

作
さく

権
けん

の保
ほ

護
ご

期間が消
しょう

滅
めつ

していない
作家の例としてあげている。

具体的な解
か い

説
せ つ

注意事
じ

項
こ う

夏目漱石の小説をコピーし生徒に配っても
問題はありません。
伊坂幸太郎の小説を無

む

断
だ ん

でコピーして
使ってはいけません。
A

国語の授
じ ゅ

業
ぎょう

で、夏
な つ

目
め

漱
そ う

石
せ き

の小説をコピーして
生徒に配り、読書感想文を書いてもらおうと
思いますが、問題ないでしょうか。
また伊

い

坂
さ か

幸
こ う

太
た

郎
ろ う＊の小説だったらどうでしょうか。

Q2 関連法
ほ う

律
り つ

●法第51条第２項（保護期間の原則）
著作権は、この節に別段の定めがある場合を除
き、著作者の死後（共同著作物にあつては、最終に
死亡した著作者の死後。次条第１項において同じ。）
70年を経過するまでの間、存続する。
●法第35条第１項（学校その他の教育機関における
複製等）
学校その他の教育機関（営利を目的として設置さ
れているものを除く。）において教育を担任する者及
び授業を受ける者は、その授業の過程における利用
に供することを目的とする場合には、その必要と認
められる限度において、公表された著作物を複製し、
若しくは公衆送信（自動公衆送信の場合にあつては、
送信可能化を含む。以下この条において同じ。）を行
い、又は公表された著作物であつて公衆送信される
ものを受信装置を用いて公に伝達することができる。
ただし、当該著作物の種類及び用途並びに当該複製
の部数及び当該複製、公衆送信又は伝達の態様に照
らし著作権者の利益を不当に害することとなる場合
は、この限りでない。
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パート3 こんな場合は著作権に照らすとどうなる？
●❶先生も勉強する著作権

授
じ ゅ

業
ぎょう

で配る、子どもに読ませたい本を
紹
しょう

介
か い

するためのプリントには、どこまでなら
のせてもいいのですか？Q5 あらすじの紹

しょう

介
かい

は、その程
てい

度
ど

によります。数
行程度の紹介の場合、著

ちょ

作
さく

権
けん

者
しゃ

の二次的著
ちょ

作
さく

物
ぶつ

の権
けん

利
り

である「翻
ほん

案
あん

権
けん

」を侵
しん

害
がい

したとは考えられ
ません。しかし、その本の内

ない

容
よう

が相当わかって
しまうようなものは、著作者の了

りょう

解
かい

が必要です。
表紙の多くは写真や絵を使っています。その

写真や絵の著作者は、出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

などに著作権（財
ざい

産
さん

権
けん

）を譲
じょう

渡
と

していることが多くなっています。
表紙を紹

しょう

介
かい

する場合には、まずは出版社に了解
を得なければなりません。また、本文のさし絵＊

を紹介する場合も同様です。なお、表紙写真の
転
てん

載
さい

については、出版社に依
い

頼
らい

すれば、学校で
配るプリントに使用する場合は、ほとんどの場
合了解されます。ただし、さし絵の場合は、こ
とわられる場合もあります。

本にはそでや帯に内
ない

容
よう

紹
しょう

介
かい

がついています。そ
の文にも、書いた編

へん

集
しゅう

者
しゃ

などの著
ちょ

作
さく

権
けん

がありま
す。そのまま使うときは、出

しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

の了
りょう

解
かい

を得な
ければなりません。

＊さし絵：本文のなかにさしはさむ絵のこと。その文章に関係のある事物が
描
えが

かれるのがふつう。

具体的な解
か い

説
せ つ

注意事
じ

項
こ う

関連法
ほ う

律
り つ

●法第27条（翻訳権、翻案権等）
著作者は、その著作物を翻訳し、編曲し、若しく
は変形し、又は脚色し、映画化し、その他翻案する
権利を専有する。

帯

そで

出
しゅっ

版
ぱ ん

物
ぶ つ

の作品名や著
ち ょ

者
し ゃ

名
め い

、出版社名、発行年、定
て い

価
か

などは、単なるデータですから紹
しょう

介
か い

することは
問題ありません。かんたんなあらすじをのせることも
可
か

能
の う

です。でも、表紙の写真や本のさし絵などは、
かならず著

ち ょ

作
さ く

者
し ゃ

の了
りょう

解
か い

が必要です。

A

出典：『ダイバーシティとSDGs』（岩崎書店刊）より
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パート3 こんな場合は著作権に照らすとどうなる？
●❶先生も勉強する著作権

運動会は「授
じゅ

業
ぎょう

の過
か

程
てい

」にふくまれますが、描
えが

いた絵を運動会が終わったあとも展
てん

示
じ

しておい
たり、たくさん印

いん

刷
さつ

して学校外に配ったり、ま
してや作品展

てん

に出品したりすることは「授業の
過程」とは見られませんから、そのような場合
には著

ちょ

作
さく

権
けん

者
しゃ

の了
りょう

解
かい

をとる必要があります。

人気まんがの絵を描
えが

くのは「複
ふく

製
せい

」にあたる
ので、原

げん

則
そく

として著
ちょ

作
さく

権
けん

者
しゃ

の了
りょう

解
かい

が必要ですが、
授
じゅ

業
ぎょう

の過
か

程
てい

で利用するためなら、了解なしに複
製することが認

みと

められています。そして、運動
会はここでいう「授業の過程」にふくまれると
考えられていますから、運動会のプラカードに
登場人物の絵を描いてもよいのです。

関連法
ほ う

律
り つ

●法第35条第１項（学校その他の教育機関における
　複製等）
学校その他の教育機関（営利を目的として設置さ
れているものを除く。）において教育を担任する者及
び授業を受ける者は、その授業の過程における利用
に供することを目的とする場合には、その必要と認
められる限度において、公表された著作物を複製し、
若しくは公衆送信（自動公衆送信の場合にあつては、
送信可能化を含む。以下この条において同じ。）を行
い、又は公表された著作物であつて公衆送信される
ものを受信装置を用いて公に伝達することができる。
ただし、当該著作物の種類及び用途並びに当該複製
の部数及び当該複製、公衆送信又は伝達の態様に照
らし著作権者の利益を不当に害することとなる場合
は、この限りでない。

具体的な解
か い

説
せ つ

注意事
じ

項
こ う

運動会での使用ならば、
著
ち ょ

作
さ く

者
し ゃ

の了
りょう

解
か い

なく、人気まんがの
登場人物の絵を描

え が

いてもかまいません。A

運動会でクラスの応
お う

援
え ん

プラカードや旗に、
人気まんがの登場人物の絵を描

え が

いて
よいでしょうか。Q9

学校の行事としておおいに盛
も

り上がる運動会や体育
祭。クラスやチームの団

だん

結
けつ

力
りょく

を高めるシンボルとし
て、オリジナルの応

おう

援
えん

旗
き

は欠かせない。
写真協力／岸和田市立産業高等学校
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パート3 こんな場合は著作権に照らすとどうなる？
●❶先生も勉強する著作権

るようなスピーカーが１つでもあったら、不特
定の人たちが対象となるので、演

えん

奏
そう

ではなく公
こう

衆
しゅう

送信となり、無
む

断
だん

では放送できません。

学校「放送」というと、著
ちょ

作
さく

者
しゃ

の「公
こう

衆
しゅう

送信
権
けん

」が気になります。でも、「公衆送信」という
のは、原

げん

則
そく

として公衆（不特定または特定多数）
によって直

ちょく

接
せつ

受信されることを目的として送信
することであって、学校内（同一の構

こう

内
ない

）にある
各教室に流す場合は「公衆送信」ではなく、「演

えん

奏
そう

」と見なされます。では「演
えん

奏
そう

権
けん

」との関係
はどうかというと、非

ひ

営
えい

利
り

・無料の演奏は可
か

能
のう

とされているので、著
ちょ

作
さく

者
しゃ

の了
りょう

解
かい

なしに学校放
送で流すことに問題はありません。

ソフトウェアのなかには、無料でコピーでき
るフリーソフトウェア（無料のソフトウェア）な
どもありますが、いずれにせよ使用規

き

定
てい

や利用
規
き

約
やく

をよく読んでください。

ソフトウェアも著
ち ょ

作
さ く

権
け ん

法
ほ う

で保
ほ

護
ご

されており、
多くの場合、コピーは「著作権者の利

り

益
え き

を不当に害
が い

する」
ので、認

み と

められません。A

学校の授
じ ゅ

業
ぎょう

で使うためのアプリケーション・ソフト
ウェアを１つ購

こ う

入
にゅう

し、教室に備
そ な

えつけのパソコン
複
ふ く

数
す う

にコピーして、生徒に使わせてよいでしょうか。Q13

市
し

販
はん

されているアプリケーション・ソフトウェ
アも、著

ちょ

作
さく

権
けん

法
ほう

で保
ほ

護
ご

される著
ちょ

作
さく

物
ぶつ

です。漢字
練習帳（→p48）や楽

がく

譜
ふ

（→p50）と同じく、利用者
一人ひとりが購

こう

入
にゅう

すべきものですので、たとえ
授
じゅ

業
ぎょう

で利用する場合でも、複
ふく

数
すう

コピーするのは
「著作権者の利

り

益
えき

を不当に害
がい

する」ことになって
しまいます。パソコンの数だけ購入するか、一
定台数まで使用できる契

けい

約
やく

内
ない

容
よう

のソフトウェア
を使用するのが適

てき

切
せつ

です。

具体的な解
か い

説
せ つ

注意事
じ

項
こ う

関連法
ほ う

律
り つ

●法第35条第１項（学校その他の教育機関における
　複製等）
学校その他の教育機関（営利を目的として設置さ
れているものを除く。）において教育を担任する者及
び授業を受ける者は、その授業の過程における利用
に供することを目的とする場合には、その必要と認
められる限度において、公表された著作物を複製し、
若しくは公衆送信（自動公衆送信の場合にあつては、
送信可能化を含む。以下この条において同じ。）を行
い、又は公表された著作物であつて公衆送信される
ものを受信装置を用いて公に伝達することができる。
ただし、当該著作物の種類及び用途並びに当該複製
の部数及び当該複製、公衆送信又は伝達の態様に照
らし著作権者の利益を不当に害することとなる場合
は、この限りでない。

具体的な解
か い

説
せ つ

学校放送を聞けるところが学校内だけであれば、
流してもかまいません。A

学校放送のB
ビー

G
ジ ー

M
エ ム

として、
市
し

販
は ん

のC
シ ー

D
ディー

収
しゅう

録
ろ く

の音楽を
流してよいでしょうか。Q14

この事例は、あくまで学校という同一の構
こう

内
ない

にいる人たちを対象とし、非
ひ

営
えい

利
り

・無料で放送
される場合に限

かぎ

られていることに注意しましょ
う。もし学校敷

しき

地
ち

外
がい

の人たちも聞くことができ

注意事
じ

項
こ う

関連法
ほ う

律
り つ

●法第２条第７号の２（定義）
公衆送信　公衆によつて直接受信されることを目
的として無線通信又は有線電気通信の送信（電気通
信設備で、その一の部分の設置の場所が他の部分の
設置の場所と同一の構内（その構内が二以上の者の
占有に属している場合には、同一の者の占有に属す
る区域内）にあるものによる送信（プログラムの著
作物の送信を除く。）を行うことをいう。
●法第38条第１項（営利を目的としない上演等）
公表された著作物は、営利を目的とせず、かつ、聴
衆又は観衆から料金を受けない場合には、公に上演
し、演奏し、上映し、又は口述することができる。た
だし、当該上演、演奏、上映又は口述について実演
家又は口述を行う者に対し報酬が支払われる場合は、
この限りでない。
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パート3 こんな場合は著作権に照らすとどうなる？
●❷おとなにそっと教えたい著作権法違反

関係者の了
りょう

解
かい

なくダンスをS
エス

N
エヌ

S
エス

で披
ひ

露
ろう

するた
めには、その音楽を自分で演

えん

奏
そう

・録音し、自分
で振

ふ

り付けを考えて動画を撮
さつ

影
えい

し、アップする
のが安全です。
なお、ダンスの音楽そのもの（曲と詞

し

）は、多
くの場合、大手動画投

とう

稿
こう

サイトとJ
ジ ャ ス ラ ッ ク

ASRAC（→
ｐ91）などの音楽著

ちょ

作
さく

権
けん

管理団
だん

体
たい

のあいだで、
投稿者が自由に使ってよいという契

けい

約
やく

をしてい
ますが、念のためにJASRACなどに確

かく

認
にん

してお
くのが安全です。

この事例では、いろいろな人たちの権
けん

利
り

がか
かわってきます、ダンスの音楽を自分で演

えん

奏
そう

・
録音して使うのでなく、C

シー

D
ディー

などの音
おん

源
げん

を使って
ダンスをしている画

が

像
ぞう

をアップする場合は、レ
コード会社などの許

きょ

諾
だく

を得る必要があります。
ダンサー（実

じつ

演
えん

家
か

）のまねをすることは権
けん

利
り

の
なかにはふくまれていませんので、了

りょう

解
かい

は必要
ありませんが、ダンスの振

ふ

り付けは舞
ぶ

踊
よう

の著
ちょ

作
さく

物
ぶつ

であり、振
ふり

付
つけ

師
し

が著
ちょ

作
さく

権
けん

をもっていますので
振付師の許

きょ

諾
だく

が必要です。なお、自ら創
そう

作
さく

した
ダンスであれば、他人の著作物を利用している
わけではありませんので、この場合は、音楽の
利用について気をつければよいことになります。

具体的な解
か い

説
せ つ

注意事
じ

項
こ う

芸
げ い

能
の う

人
じ ん

のダンスをモノマネするだけならば
問題ありませんが、動画サイトへの投

と う

稿
こ う

は、
関係者の了

りょう

解
か い

を求める必要があります。A

わたしの甥
お い

っ子はとてもダンスがうまくて、
E
エ グ ザ イ ル

XILEの振
ふ

り付けをかんぺきにこなすので、
動画投

と う

稿
こ う

サイトにアップしたらどう？
とすすめたけれど、問題にならないでしょうか。
Q9

関連法
ほ う

律
り つ

●法第23条（公衆送信権等）
著作者は、その著作物について、公衆送信（自動
公衆送信の場合にあつては、送信可能化を含む。）を
行う権利を専有する。
２　著作者は、公衆送信されるその著作物を受信装
置を用いて公に伝達する権利を専有する。
●法第10条（著作物の例示）
この法律にいう著作物を例示すると、おおむね次
のとおりである。（中略）
２　音楽の著作物
３　舞踊又は無言劇の著作物
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